
★ 二十四
に じ ゅ う し

節気
せ っ き

・２月１９日は《雨水
う す い

》       

 

★ 細い
ほそ  

月が金星
きんせい

と火星
か せ い

に接近
せっきん

！ 

      令和４年 2月１５日 

 

 

 

 

 望遠鏡
ぼうえんきょう

や観測
かんそく

技術
ぎじゅつ

の進歩で、1990年代
ねんだい

から、

冥王星
めいおうせい

の周辺
しゅうへん

や、さらに遠
とお

くにも、たくさんの

小天体
しょう    

が、次々
つぎつぎ

と発見
はっけん

されており、海
かい

王
おう

星
せい

（約
やく

30a u
エーユー

※）より外側
そとがわ

にある太陽系の天体を、全
すべ

て《太陽系外縁天体》と呼
よ

んでいます。そして、

太陽系外縁天体の中
なか

でも、海王星のすぐ外側約

30～50auのところに、たくさんの小天体が集
あつ

まっていて、海王星から内
うち

側をドーナツ状
じょう

に

取り囲
と   かこ

んでいる場所
ば し ょ

をエッジワース・カイパーベルト、そこにある天体をエッジワース・カイパーベルト天体

といいます。エッジワース・カイパーベルト天体はこれまでに 1000個
こ

以上
いじょう

が発見されており、冥王星
めいおうせい

もその

仲間
な か ま

です。もちろん、この外側にも小天体はたくさんあり、100auを超
こ

えるはるか遠くまで、まばらに円盤状
えんばんじょう

に広
ひろ

がっています。これらの小天体を散乱
さんらん

円盤
えんばん

天体といいます。1996 年に発見されたエリスは、散乱円盤天

体として認
みと

められた最初
さいしょ

の天体で、大
おお

きさは冥王星より少
すこ

し小
ちい

さいですが、重
おも

さは冥王星より重いことがわか

っています。エリスが発見されたことで、冥王星ははたして惑星
わくせい

といえるのか、ということが問題
もんだい

となり、

2006年に開
ひら

かれた国際
こくさい

天文
てんもん

学
がく

連合
れんごう

総会
そうかい

で、冥王星が惑星からはずされたことは、ジオスペース館
かん

だより666

号
ごう

でお話
はな

ししたとおりです。 

 さて、散乱円盤天体のさらに外側の、１万
まん

～10万 auという太陽系の果
は

てまで、太陽系を球
きゅう

の殻
から

のように

取り囲んでいる、無数
む す う

の天体群
ぐん

があると考
かんが

えられています。これは、オールトの雲
くも

と呼ばれ、彗星
すいせい

の起源
き げ ん

と

考えられていますが、現在
げんざい

の技術では観測できないため、本当
ほんとう

に存在
そんざい

するかどうかはわかっていません。 

※１au＝１天文単位
た ん い

（太陽と地球
ちきゅう

との距離
き ょ り

で約 1.5億
おく

㎞） 
         
 

 １年を 24等分
とうぶん

し、季節
き せ つ

を表
あらわ

す二十四節気。２月下旬
げじゅん

の節気は《雨水》

と呼ばれ、毎年
まいとし

２月 18日頃
ころ

になります。《雨水》とは、降
ふ

る雪
ゆき

が雨
あめ

に変
か

わり、雪解
 ど

けが始
はじ

まる頃、という意味
い み

です。実際
じっさい

にはまだ雪が残
のこ

っている

地域
ち い き

もありますが、この頃には、寒
さむ

さも峠
とうげ

を越
こ

し、春
はる

へと向
むか

う季節で、

昔
むかし

から農業
のうぎょう

の準備
じゅんび

を始める目安
め や す

になっています。 
       

 

２月は日
ひ

の出前
で まえ

の南東
なんとう

の空
そら

で、金星がとても明
あか

るく輝いています。27

日と 28 日には、金星に細い月が近
ちか

づき、幻想的
げんそうてき

な光景
こうけい

が見
み

られます。

月は、27 日には金星の右
みぎ

にあり、28日には金星の下
した

まで移動します。

金星のすぐ下には、それほど目立
め だ

ちませんが、赤
あか

い色をした火星も見え

ます。日の出の１時間
じ か ん

ほど前に、暖
あたた

かな服装
ふくそう

でぜひ観察
かんさつ

してみましょう。 

 

☆ ２月のプラネタリウムの内容につきましては、別刷りの「投影案内」 をご覧ください ☆ 

☆ プラネタリウムのお休み ２／１５(火)、１６(水)、２１(月)、２４(木)、２８(月) 

☆ 新型コロナウイルス感染症対策で、入場定員を減らして投影しています。 

 

 ★ 太陽
たいよう

系外
けいがい

縁
えん

天体
てんたい

って、どんな天体！？ 
 

豊川市ジオスペース館 

星図は、Mitaka とステラナビゲーター11 を使用して作成 

【太陽系の天体 その９】 

2 月 27、28 日朝５：３０頃、南東の空 

１万 au 100au 

エッジワース・カイパーベルト 
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★  ２月下旬の主な天文現象  
 

 

 

 

 

 

★  国際宇宙ステーション (豊川での主なデータ２ /15～28) ※ 下記時刻は、予想値です 

  

◇  ２月１７日（木） [ 見やすさ 〇 ]   ５：４３ 南南西 ～ ５：４９ 東北東 

◇  ２月１９日（土） [ 見やすさ ◎ ]   ５：４３ 南西  ～ ５：４９ 北東 

◇  ２月２０日（日） [ 見やすさ ◎ ]   ４：５７ 南   ～ ５：０１ 北東 

◇  ２月２１日（月） [ 見やすさ 〇 ]   ５：４４ 西   ～ ５：４９ 北北東 

 

豆知識：国際宇宙ステーション（ISS）は、明るい星が動ているように見えます。 

飛行機のような赤緑ランプの点滅はありません。 

１５日（火） 準惑星
じゅんわくせい

ケレスとプレアデス

星団
せいだん

の接近
せっきん

 

１７日（木） 〇 満月
まんげつ

、水星
すいせい

が西方
せいほう

最大
さいだい

離隔
り か く

 

１９日（土） 雨水
う す い

  

２４日（木）   下弦
か げ ん

 

２６日（土） 月がM
エム

８に接近 

２７日（日）～２８日（月）明け方の空で

細い月が、金星
きんせい

、火星
か せ い

に接近 
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